
東大生、新冠へ。

参加した学生 （写真左から）

新冠町を見て、知る
サラブレッド銀座 レ・コード館優駿スタリオンステーション

牧場作業を体験し、競馬を知る

このほか、朝日の森や道の駅、新冠温泉など町内の多くの施設を訪れました。
また、新冠での最後の夜には、海辺で流星群を眺めるなど、新冠の自然にも触れました。

ホロシリ乗馬
クラブ

新冠町乗馬スポー
ツ少年団の小学生
と交流しながら、
乗馬体験を行いま
した。

㈲豊栄牧場
生産牧場の話しの
ほか、歴史など、
新冠町の各分野に
ついて話しを聞き
ました。

L i f e  i s .. .
場所非公開で運営
している引退馬牧
場。競走馬引退後
のセカンドキャリ
ア、サードキャリ
アの現状について
話しを聞きました。

㈲ビッグレッド
ファーム

競走馬調教の様子
や調教設備、種牡
馬厩舎を見学後、
競走馬の育成をは
じめ、牧場の仕事
について話しを聞
きました。

バックヤードツアー中、作業を体験した
牧場の馬がレースに勝利。ツアーを一時
中断し、口取り写真に参加しました。

日高町のサンバマウンテンファームで牧場作業を体験し、門別競馬場ではバック
ヤードツアーなどを通して、牧場と競馬のつながりを学びました。

人と話し、新冠を考える

座談会で新冠川でのカヌー体験が話
題になり、学生たちは興味津々。夕
食前に急きょ体験することになり、
思いがけない出来事となりました。

町民や軽種馬産業に関わる人たちとの座談会を行い、
仕事や暮らし、新冠の魅力や課題について話し合いました。

期間中は字西泊津の「ルーミーステイ
にいかっぷ」に宿泊しました。

４人が考えた、新冠のこれから
町の魅力をつなぎ、
　　　　　周遊を生み出す
町内のさまざまな施設や資源をつなぎ、共通券
やモデルコースなどを活用して、町を巡る仕組
みをつくることを提案しました。

新冠の魅力を発信し、
　　　子どもの体験を未来へ
町の魅力を発信するとともに、子どもたちが馬
や地域に触れる体験を通して、将来の新冠への
思いを育むことを提案しました。

通り過ぎるまちから、
　　　滞在して楽しむまちへ
馬や自然など新冠の魅力を生かし、宿泊や体験
を組み合わせた滞在型観光へ転換することを提
案しました。

 このフィールドワークを支えた人たち
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鈴木 幹太さん 和泉 悠太さん

武田 知士さん

昨年、学生として体験
活動に参加したことを
きっかけに、地域おこ
し協力隊として活動す
ることを決意しました。
今 年 は 主 催 者 側 と し
て 学 生 た ち の 行 程 を
コ ー デ ィ ネ ー ト し ま
した。

地域おこし協力隊
南　秀瞭さん

様似町「アポイワークス」
代表　徳重 誠さん

東京大学大学院在学中に
法政大学の軽種馬産業体
験活動を見たことをきっ
か け に 本 事 業 を 立 案 し、
東京大学の学生向けプロ
グラムとして実現しまし
た。 今 年 で ２ 年 目 と な
り、参加する学生の選抜
も行っています。

東京大学医学部健康総合科学科
特任助教　飯山 智史さん

昨年の体験活動の随行
をきっかけに新冠との
関 わ り を 続 け、 今 回 は
参加者への助言などで
取り組みを支えました。
ま た、 レ・ コ ー ド 館 の
データ登録システムの
構築にも携わっていま
す。

１

口取り写真にも参加

カヌーにも挑戦

８月 10 日から 14 日まで、
東京大学の学生４人が新冠町を
訪れました。
新冠で初めて顔を合わせた４人は、

「競走馬のふるさと日高～牧場から
学ぶ軽種馬（サラブレッド）産業
の今と未来～」をテーマに、
４泊５日のフィールドワークを
行いました。

馬を生かした体験を、
　　　　　未来の関係人口へ
子どもたちを対象に、新冠を巡りながら馬や地
域に触れる体験プログラムを設け、将来的な関
わりにつなげることを提案しました守時 早紀さん
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